






　「結果構文」（Resultativkonstruktion ; Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) 
S. 790）とは、主語と動詞のほかに、４格の名詞句および形容詞句からな
る構文であり1）、以下の (1) および (2) がその例である。
 (1) Er aß seine Eltern arm.
 (2) Ein Dieb stiehlt sich selten reich.


























る。以下の (3) と (4) は結果構文の例であるが、den Tischが４格の名詞句、
sauberが形容詞句である。
 (3) Die Kellnerin machte den Tisch sauber.
 (4) Die Kellnerin putzte den Tisch sauber.
　次に、結果構文の意味であるが、これは二つのタイプに大別される。第
一のタイプは、同定の機能を持つ、本来の作為動詞（Faktitivum）2）が用い
られている場合であり、先の例 (3) がこれにあたる。(3) における machen
は「～を…にする」を表し、その文意は「ウエートレスはテーブルをきれ
いにする」である。Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) では、以下のよう
な書き換えが可能であるとされている（Dudenband 4.̶Die Grammatik 
(2009) S. 790）。
 (5) Otto machte den Tisch sauber.
 → Otto machte, dass der Tisch sauber wird.
　第二のタイプは、先の例 (4) における動詞 putzenのように、同定の機能
を持たない動詞が用いられている場合である。このタイプは、Dudenband 
4.̶Die Grammatik (2009) では、以下のような書き換えが可能であるとさ
れている（Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) S. 791）。
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 (6) Otto putzt den Tisch sauber.
 → Otto putzt den Tisch so, dass er sauber wird.
　また、関口はその動詞の「意味形態」は machenであるとし（関口 (1966) 
S. 44、関口 (1983) S. 453）、４格の名詞句に再帰代名詞3）が用いられた例で
あるが、以下の書き換えが可能であるとしている（関口 (1983) S. 453）。
 (7) sich dumm lesen
 → sich durch Lesen dumm machen
　橋本は、「動作の結果を、四格補足語に形容詞を添えて表わす語法がある」
（橋本 (2009) S. 626）とし、関口と同様に、４格の名詞句に再帰代名詞が
用いられた文の書き換えとして、以下の例を挙げ（橋本 (2009) S. 626 f.）、「当
該動詞に machen『～ならしめる』の意が加わる」（橋本 (2009) S. 388）と
している。
 (8) Ich habe mich krank getrunken.
 → Ich habe mich durch Trinken krank gemacht.
　有田も、このタイプの結果構文は「～することによって～を～にする」（有
田 (1990) S. 89）の文意であるとし、(7) および (8) と同様の書き換えが可








格の名詞句 den Tischは machenの４格目的語である。一方、形容詞句
sauberは、上記の書き換え（Otto machte, dass der Tisch sauber wird.）のよ
うに、コプラ動詞 werdenと主語 der Tischの述語内容語に書き換えること









 (3) Die Kellnerin machte den Tisch sauber.
 → a.* Die Kellnerin machte sauber.
 →|  b. Die Kellnerin machte den Tisch.
 → c.* Die Kellnerin machte.






 (4) Die Kellnerin putzte den Tisch sauber.
 → a.* Die Kellnerin putzte sauber.
 → b. Die Kellnerin putzte den Tisch.












 (9) Die Frau weinte ihr Taschentuch nass.
 →|  a. Die Frau weinte nass.
 → b.*Die Frau weinte ihr Taschentuch.
 → c. Die Frau weinte.
(9) の動詞 weinenは、４格目的語を支配しない自動詞であり、４格の名詞
句 ihr Taschentuchは、weinenの本来の目的語ではなく、擬似目的語である。





 (10) Die Frau schlief sich gesund.
 →|  a. Die Frau schlief gesund.
 → b.*Die Frau schlief sich.
 → c. Die Frau schlief.
(10) の動詞 schlafenも自動詞であり、４格の再帰代名詞は、schlafenの本
来の目的語ではなく、擬似目的語である。
　(9) および (10) の cから、擬似目的語と目的語の述語内容語は添加成分
であることがわかる。しかし、通常、複数の添加成分が生起している場合
は、その各々が削除可能である。たとえば、以下の文 (11) における時の
副詞的規定語 jetztおよび場所の副詞的規定語 in ihrem Zimmerは、共に添
加成分であり、jetztを削除した a、in ihrem Zimmerを削除した b、および
両者を削除した c、すべてが非文とはならない。
 (11) Die Frau schläft jetzt in ihrem Zimmer.
 → a. Die Frau schläft in ihrem Zimmer.
 → b. Die Frau schläft jetzt.
 → c. Die Frau schläft.











































　　ein Ei hart kochen　卵を固ゆでにする
　　j4 wach küssen 　（眠っている）～にキスをして起こす
　　et4 fein [grob] mahlen　～を細かく［粗く］ひく
　　et4 blank polieren [reiben]　～をピカピカに磨く
　　et4 sauber putzen　～をきれいに拭く［磨く］
　　et4 blank [weiß] scheuern　～を磨いてピカピカ［真っ白］にする
　　j4 krumm und lahm schlagen　～を足腰の立たぬほどに殴る
　　j4 blutig schlagen　～を殴って血まみれにする
　　et4 scharf [spitz] schleifen　～を研いで鋭くする［とがらす］
　　et4 kurz schneiden　～を短く切る
　　et4 weiß streichen　～を白く塗る
　　et4 sauber [weiß] waschen　～を洗ってきれいに［白く］する
b) 結果構文Ⅲの例
　　sich3 die Hände wund arbeiten　働きすぎて両手を痛める
　　sich4 müde arbeiten　働き疲れる
　　j4 arm essen [fressen]　～の財産を食いつぶす
　　den Teller leer essen　皿の料理を平らげる























　　das Glas leer trinken　グラスを飲み干す
　　sich4 arm [krank] trinken　酒を飲み過ぎて貧乏［病気］になる
　　sich4 müde warten　待ちくたびれる























 (12) Sie machte den Tisch sauber.
  










生じる４格目的語 den Tischの結果的状態を表している。この結果構文 (13)
は、以下の aと bの二つの文が統合されたものである。
 (13) Sie putzte den Tisch sauber.








  a. 
  b. 

































　　４）Faktitivumと sieおよび (den) Tischとを結び付けている結合線は、









構造について、人見 (2013) の考察を概観する。以下の文 (14) における４
格の名詞句 ihr Kindは、動詞 singenの本来の目的語ではなく、擬似目的語
である。この文 (14) は、以下の aと bの二つの文が統合されたものである。
 (14) Sie sang ihr Kind in den Schlaf.




 　 a.  
 　 b. 









































　　５）Lativumと sieを結び付けている結合線は、Lativumと sie、ihr 


















構文 (15) は、以下の aと bの二つの文が統合されたものである。
 (15) Sie weinte ihr Taschentuch nass.
 ＝ a. Sie weinte. ＋ b. Sie machte ihr Taschentuch nass.
そして、(15)aと bは樹形図で以下のように記述される。
 　 a. 
 　b. 





















































そして、(16) は、以下の aと bの二つの文が統合されたものである。
 (16) Sie schlief sich gesund.
 ＝ a.　Sie schlief. ＋ b. Sie machte sich gesund.
そして、(16)aと bは樹形図で以下のように記述される。
 　 a. 












































また有田 (1990) においても、「machen型は Faktitivum、Faktitiv（作為語法）」（有
田 (1990) S. 90）と言えるとある。
３） この再帰代名詞は、後述するが、動詞の擬似目的語である。
４） Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) では結果の述語内容語（resultatives 
Prädikativ）（Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) S. 790）、また関口 (1983) お
よび有田 (1990) では、「結果挙述」という名称が用いられている（関口 (1983) 




６） Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) には、結果構文における擬似目的語と
述語内容語について、Die Kombination von Bezugsphrase und Prädikativ hat den 
Status einer Angabe.とある（Dudenband 4.̶Die Grammatik (2009) S. 791）。
７） gehenのような sein支配の自動詞でも、４格の擬似目的語が用いられた結

















９） heiße Tränen weinenなどにおける、内在目的語（同族目的語）は除く。
10） den ewigen Schlaf schlafenなどにおける、内在目的語（同族目的語）は除く。
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